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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信方法であって、
　基地局が、無線端末がアイドルモードにおいてページングメッセージを受信するための
下りリンク制御チャネルを送信するステップと、
　基地局が、前記無線端末に第１のＤＲＸサイクルよりも長い第２のＤＲＸサイクルを使
用する拡張ＤＲＸが設定されている場合、前記無線端末宛てのページングメッセージを再
送するステップと、
　前記無線端末が、前記アイドルモードにおいてセル再選択手順を実行するか否かを判断
するために行われる無線状況の測定に関する期間を、前記設定された拡張ＤＲＸのサイク
ルの長さに応じて算出するステップと、
　前記無線端末が、前記アイドルモードにおいて、前記算出した期間に基づいて前記無線
状況の測定を行うステップと、を備える通信方法。
【請求項２】
　前記無線端末が、前記拡張ＤＲＸのサイクルの長さを設定するための設定情報を、前記
基地局の上位ノードから取得するステップと、を備える請求項１に記載の通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおいて用いられる無線端末及び基地局に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムの標準化プロジェクトである３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）において、無線端末の消費電力を削減す
るための間欠受信技術として、非連続受信（ＤＲＸ）が規定されている。アイドルモード
においてＤＲＸ動作を実行している無線端末は、ページングメッセージを受信するための
下りリンク制御チャネルを間欠的に監視する。下りリンク制御チャネルを監視する周期は
「ＤＲＸサイクル」と称される。
【０００３】
　近年、移動通信システムにおいて人が介在することなく無線端末が通信を行うマシンタ
イプコミュニケーション（ＭＴＣ）が注目されている。このような背景から、既存のＤＲ
Ｘサイクルよりも長い拡張ＤＲＸ（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ＤＲＸ）サイクルを新たに導入し
、更なる消費電力の削減を図ることが検討されている（例えば、非特許文献１参照）。拡
張ＤＲＸサイクルを使用するＤＲＸは拡張ＤＲＸと称される。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】３ＧＰＰ寄書「ＲＰ－１４１９９４」
【発明の概要】
【０００５】
　第１の特徴に係る無線端末は、所定セルに在圏する。前記無線端末は、アイドルモード
においてページングメッセージを受信するための下りリンク制御チャネルを間欠的に監視
する制御部を備える。前記制御部は、共通タイミングで前記下りリンク制御チャネルを監
視する。前記共通タイミングは、前記所定セルが属するトラッキングエリアに属する各セ
ルを管理する各基地局が前記下りリンク制御チャネルを同時に送信するタイミングである
。
【０００６】
　第２の特徴に係る基地局は、所定セルを管理する。前記基地局は、無線端末がアイドル
モードにおいてページングメッセージを受信するための下りリンク制御チャネルを共通タ
イミングで送信する送信部を備える。前記共通タイミングは、前記所定セルが属するトラ
ッキングエリアに属する各セルを管理する各基地局が前記下りリンク制御チャネルを同時
に送信するタイミングである。
【０００７】
　第３の特徴に係る無線端末は、アイドルモードにおいてページングメッセージを受信す
るための下りリンク制御チャネルを間欠的に監視する制御部を備える。前記制御部は、前
記下りリンク制御チャネルを監視する周期である第１のＤＲＸサイクルよりも長い第２の
ＤＲＸサイクルを使用する拡張ＤＲＸを設定する。前記制御部は、所定条件を満たした場
合に、前記ページングメッセージを取得するための手順を開始する。
【０００８】
　第４の特徴に係る基地局は、無線端末がアイドルモードにおいてページングメッセージ
を受信するための下りリンク制御チャネルを送信する送信部と、前記無線端末に前記第１
のＤＲＸサイクルよりも長い第２のＤＲＸサイクルを使用する拡張ＤＲＸが設定されてい
る場合、前記無線端末宛てのページングメッセージを再送する制御部とを備える。
【０００９】
　第５の特徴に係る無線端末は、アイドルモードにおいてページングメッセージを受信す
るための下りリンク制御チャネルを間欠的に監視する制御部を備える。前記制御部は、前
記下りリンク制御チャネルを監視する周期である第１のＤＲＸサイクルよりも長い第２の
ＤＲＸサイクルを使用する拡張ＤＲＸの設定情報を、前記無線端末が在圏する所定セルか
ら取得し、当該拡張ＤＲＸの設定情報に基づいて前記拡張ＤＲＸの設定を行う。前記制御
部は、セル再選択手順により新たなセルを選択した際に、前記新たなセルから拡張ＤＲＸ
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の設定情報を取得し、当該拡張ＤＲＸの設定情報に基づいて前記拡張ＤＲＸの再設定を行
う。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、ＬＴＥシステムの構成図である。
【図２】図２は、ＵＥのブロック図である。
【図３】図３は、ｅＮＢのブロック図である。
【図４】図４は、プロトコルスタック図である。
【図５】図５は、無線フレームの構成図である。
【図６】図６は、第１実施形態に係る動作を説明するための図である。
【図７】図７は、第１実施形態に係る動作を説明するためのシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　［実施形態の概要］
　アイドルモードにおいて拡張ＤＲＸ動作を実行している無線端末が、移動に伴ってセル
再選択手順を実行し、第１のセルから第２のセルに在圏したケースを想定する。
【００１２】
　下りリンク制御チャネルの送信タイミングはセル毎に異なるため、当該無線端末の下り
リンク制御チャネルの監視タイミングにおいて、第１のセルから下りリンク制御チャネル
が送信されている場合であっても、第２のセルからは下りリンク制御チャネルが送信され
ていない可能性がある。この場合において、無線端末が、下りリンク制御チャネルの監視
タイミングの直前に第１のセルから第２のセルに在圏した場合、当該無線端末は、次の監
視タイミングまで下りリンク制御チャネルを監視しないため、ページングメッセージの取
得機会が拡張ＤＲＸサイクルの時間だけ遅くなる虞がある。
【００１３】
　そこで、実施形態は、セル再選択処理に起因して、ページングメッセージを長期間取得
できないことを低減可能な無線端末及び基地局を提供する。
【００１４】
　第１実施形態に係る無線端末は、所定セルに在圏する。前記無線端末は、アイドルモー
ドにおいてページングメッセージを受信するための下りリンク制御チャネルを間欠的に監
視する制御部を備える。前記制御部は、共通タイミングで前記下りリンク制御チャネルを
監視する。前記共通タイミングは、前記所定セルが属するトラッキングエリアに属する各
セルを管理する各基地局が前記下りリンク制御チャネルを同時に送信するタイミングであ
る。
【００１５】
　第１実施形態において、前記制御部は、前記アイドルモードにおいて前記下りリンク制
御チャネルを監視する周期である第１のＤＲＸサイクルよりも長い第２のＤＲＸサイクル
を使用する拡張ＤＲＸ動作を前記無線端末が実行している場合に、前記共通タイミングで
前記下りリンク制御チャネルを監視する。
【００１６】
　第１実施形態に係る無線端末は、前記所定セルにおいて前記共通タイミングに対応する
システムフレーム番号に関する共通タイミング情報を、前記所定セルから受信する受信部
をさらに備える。前記制御部は、前記共通タイミング情報に基づいて、前記共通タイミン
グで前記下りリンク制御チャネルを監視する。
【００１７】
　第１実施形態に係る基地局は、所定セルを管理する。前記基地局は、無線端末がアイド
ルモードにおいてページングメッセージを受信するための下りリンク制御チャネルを共通
タイミングで送信する送信部を備える。前記共通タイミングは、前記所定セルが属するト
ラッキングエリアに属する各セルを管理する各基地局が前記下りリンク制御チャネルを同
時に送信するタイミングである。
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【００１８】
　第２実施形態に係る無線端末は、アイドルモードにおいてページングメッセージを受信
するための下りリンク制御チャネルを間欠的に監視する制御部を備える。前記制御部は、
前記下りリンク制御チャネルを監視する周期である第１のＤＲＸサイクルよりも長い第２
のＤＲＸサイクルを使用する拡張ＤＲＸを設定する。前記制御部は、所定条件を満たした
場合に、前記ページングメッセージを取得するための手順を開始する。
【００１９】
　第２実施形態において、前記制御部は、前記第２のＤＲＸサイクルが閾値を超えた場合
、前記無線端末が起動するために必要な機能以外への電源供給を停止する。前記制御部は
、前記第２のＤＲＸサイクルよりも短いタイマが満了した場合に、前記電源供給を再開し
、前記手順を開始する。
【００２０】
　なお、第２のＤＲＸサイクルよりも短いタイマが満了した場合が、所定条件を満たした
場合に該当する。
【００２１】
　第２実施形態において、前記制御部は、前記電源供給を停止する前に在圏するセルと、
前記電源供給を再開した後に在圏するセルとが異なる場合に、前記手順を開始する。
【００２２】
　なお、電源供給を停止する前に在圏するセルと、電源供給を再開した後に在圏するセル
とが異なる場合が、所定条件を満たした場合に該当する。
【００２３】
　第３実施形態に係る基地局は、無線端末がアイドルモードにおいてページングメッセー
ジを受信するための下りリンク制御チャネルを送信する送信部と、前記無線端末に前記第
１のＤＲＸサイクルよりも長い第２のＤＲＸサイクルを使用する拡張ＤＲＸが設定されて
いる場合、前記無線端末宛てのページングメッセージを再送する制御部とを備える。
【００２４】
　第３実施形態において、前記制御部は、前記無線端末に前記第１のＤＲＸサイクルを使
用するＤＲＸが設定されている場合、前記無線端末宛てのページングメッセージを再送し
ない。
【００２５】
　第３実施形態において、前記制御部は、上位ノードから前記ページングメッセージを受
信した場合に、当該ページングメッセージの宛先の無線端末に前記拡張ＤＲＸが設定され
ているか否かを判断する。
【００２６】
　第３実施形態において、前記ページングメッセージの宛先の無線端末に前記拡張ＤＲＸ
が設定されているか否かを示す情報を前記ページングメッセージと共に上位ノードから受
信する受信部をさらに備える。
【００２７】
　第４実施形態に係る無線端末は、アイドルモードにおいてページングメッセージを受信
するための下りリンク制御チャネルを間欠的に監視する制御部を備える。前記制御部は、
前記下りリンク制御チャネルを監視する周期である第１のＤＲＸサイクルよりも長い第２
のＤＲＸサイクルを使用する拡張ＤＲＸの設定情報を、前記無線端末が在圏する所定セル
から取得し、当該拡張ＤＲＸの設定情報に基づいて前記拡張ＤＲＸの設定を行う。前記制
御部は、セル再選択手順により新たなセルを選択した際に、前記新たなセルから拡張ＤＲ
Ｘの設定情報を取得し、当該拡張ＤＲＸの設定情報に基づいて前記拡張ＤＲＸの再設定を
行う。
【００２８】
　第４実施形態において、前記制御部は、前記セル再選択手順を開始した後、前記所定セ
ルから取得した前記拡張ＤＲＸの設定情報を破棄する。
【００２９】
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　［第１実施形態］
　以下において、本発明をＬＴＥシステムに適用する場合の実施形態を説明する。
【００３０】
　（システム構成）
　図１は、ＬＴＥシステムの構成図である。図１に示すように、実施形態に係るＬＴＥシ
ステムは、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）１００、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖ
ｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）１０、及びＥＰＣ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ）２０を備え
る。
【００３１】
　ＵＥ１００は、無線端末に相当する。ＵＥ１００は、移動型の通信装置であり、接続先
のセル（サービングセル）との無線通信を行う。ＵＥ１００の構成については後述する。
【００３２】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０は、無線アクセスネットワークに相当する。Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０は
、ｅＮＢ２００（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）を含む。ｅＮＢ２００は、基地局に相
当する。ｅＮＢ２００は、Ｘ２インターフェイスを介して相互に接続される。ｅＮＢ２０
０の構成については後述する。
【００３３】
　ｅＮＢ２００は、１又は複数のセルを管理しており、自セルとの接続を確立したＵＥ１
００との無線通信を行う。ｅＮＢ２００は、無線リソース管理（ＲＲＭ）機能、ユーザデ
ータのルーティング機能、モビリティ制御・スケジューリングのための測定制御機能など
を有する。「セル」は、無線通信エリアの最小単位を示す用語として使用される他に、Ｕ
Ｅ１００との無線通信を行う機能を示す用語としても使用される。
【００３４】
　ＥＰＣ２０は、コアネットワークに相当する。Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０及びＥＰＣ２０によ
りＬＴＥシステムのネットワーク（ＬＴＥネットワーク）が構成される。ＥＰＣ２０は、
ＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）／Ｓ－ＧＷ（Ｓｅｒ
ｖｉｎｇ－Ｇａｔｅｗａｙ）３００と、ＯＡＭ（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｍａｉｎ
ｔｅｎａｎｃｅ）４００とを含む。ＭＭＥは、ＵＥ１００に対する各種モビリティ制御な
どを行う。Ｓ－ＧＷは、ユーザデータの転送制御を行う。ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ３００は、Ｓ
１インターフェイスを介してｅＮＢ２００と接続される。
【００３５】
　ＯＡＭ４００は、オペレータによって管理されるサーバ装置であり、Ｅ－ＵＴＲＡＮ１
０の保守及び監視を行う。
【００３６】
　図２は、ＵＥ１００のブロック図である。図２に示すように、ＵＥ１００は、アンテナ
１０１、無線送受信機１１０、ユーザインターフェイス１２０、ＧＮＳＳ（Ｇｌｏｂａｌ
　Ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）受信機１３０、バッテリ
１４０、メモリ１５０、及びプロセッサ１６０を備える。メモリ１５０は記憶部に相当し
、プロセッサ１６０は制御部に相当する。ＵＥ１００は、ＧＮＳＳ受信機１３０を有して
いなくてもよい。また、メモリ１５０をプロセッサ１６０と一体化し、このセット（すな
わち、チップセット）をプロセッサ１６０’としてもよい。
【００３７】
　アンテナ１０１及び無線送受信機１１０は、無線信号の送受信に用いられる。無線送受
信機１１０は、プロセッサ１６０が出力するベースバンド信号（送信信号）を無線信号に
変換してアンテナ１０１から送信する。また、無線送受信機１１０は、アンテナ１０１が
受信する無線信号をベースバンド信号（受信信号）に変換してプロセッサ１６０に出力す
る。
【００３８】
　ユーザインターフェイス１２０は、ＵＥ１００を所持するユーザとのインターフェイス
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であり、例えば、ディスプレイ、マイク、スピーカ、及び各種ボタンなどを含む。ユーザ
インターフェイス１２０は、ユーザからの操作を受け付けて、該操作の内容を示す信号を
プロセッサ１６０に出力する。ＧＮＳＳ受信機１３０は、ＵＥ１００の地理的な位置を示
す位置情報を得るために、ＧＮＳＳ信号を受信して、受信した信号をプロセッサ１６０に
出力する。バッテリ１４０は、ＵＥ１００の各ブロックに供給すべき電力を蓄える。
【００３９】
　メモリ１５０は、プロセッサ１６０により実行されるプログラム、及びプロセッサ１６
０による処理に使用される情報を記憶する。プロセッサ１６０は、ベースバンド信号の変
調・復調及び符号化・復号などを行うベースバンドプロセッサと、メモリ１５０に記憶さ
れるプログラムを実行して各種の処理を行うＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉ
ｎｇ　Ｕｎｉｔ）と、を含む。プロセッサ１６０は、さらに、音声・映像信号の符号化・
復号を行うコーデックを含んでもよい。プロセッサ１６０は、後述する各種の処理及び各
種の通信プロトコルを実行する。
【００４０】
　図３は、ｅＮＢ２００のブロック図である。図３に示すように、ｅＮＢ２００は、アン
テナ２０１、無線送受信機２１０、ネットワークインターフェイス２２０、メモリ２３０
、及びプロセッサ２４０を備える。なお、メモリ２３０をプロセッサ２４０と一体化し、
このセット（すなわち、チップセット）をプロセッサ２４０’としてもよい。
【００４１】
　アンテナ２０１及び無線送受信機２１０は、無線信号の送受信に用いられる。無線送受
信機２１０は、プロセッサ２４０が出力するベースバンド信号（送信信号）を無線信号に
変換してアンテナ２０１から送信する。また、無線送受信機２１０は、アンテナ２０１が
受信する無線信号をベースバンド信号（受信信号）に変換してプロセッサ２４０に出力す
る。
【００４２】
　ネットワークインターフェイス２２０は、Ｘ２インターフェイスを介して隣接ｅＮＢ２
００と接続され、Ｓ１インターフェイスを介してＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ３００と接続される。
ネットワークインターフェイス２２０は、Ｘ２インターフェイス上で行う通信及びＳ１イ
ンターフェイス上で行う通信に用いられる。
【００４３】
　メモリ２３０は、プロセッサ２４０により実行されるプログラム、及びプロセッサ２４
０による処理に使用される情報を記憶する。プロセッサ２４０は、ベースバンド信号の変
調・復調及び符号化・復号などを行うベースバンドプロセッサと、メモリ２３０に記憶さ
れるプログラムを実行して各種の処理を行うＣＰＵと、を含む。プロセッサ２４０は、後
述する各種の処理及び各種の通信プロトコルを実行する。
【００４４】
　図４は、ＬＴＥシステムにおける無線インターフェイスのプロトコルスタック図である
。図４に示すように、無線インターフェイスプロトコルは、ＯＳＩ参照モデルの第１層乃
至第３層に区分されており、第１層は物理（ＰＨＹ）層である。第２層は、ＭＡＣ（Ｍｅ
ｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ）層、及びＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ）層を含む。第３層は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ）層を含む。
【００４５】
　物理層は、符号化・復号、変調・復調、アンテナマッピング・デマッピング、及びリソ
ースマッピング・デマッピングを行う。ＵＥ１００の物理層とｅＮＢ２００の物理層との
間では、物理チャネルを介してユーザデータ及び制御信号が伝送される。
【００４６】
　ＭＡＣ層は、データの優先制御、及びハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）による再送処理
などを行う。ＵＥ１００のＭＡＣ層とｅＮＢ２００のＭＡＣ層との間では、トランスポー
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トチャネルを介してユーザデータ及び制御信号が伝送される。ｅＮＢ２００のＭＡＣ層は
、上下リンクのトランスポートフォーマット（トランスポートブロックサイズ、変調・符
号化方式）、ＵＥ１００への割当リソースブロックを決定（スケジューリング）するスケ
ジューラを含む。
【００４７】
　ＲＬＣ層は、ＭＡＣ層及び物理層の機能を利用してデータを受信側のＲＬＣ層に伝送す
る。ＵＥ１００のＲＬＣ層とｅＮＢ２００のＲＬＣ層との間では、論理チャネルを介して
ユーザデータ及び制御信号が伝送される。
【００４８】
　ＰＤＣＰ層は、ヘッダ圧縮・伸張、及び暗号化・復号化を行う。
【００４９】
　ＲＲＣ層は、制御信号を取り扱う制御プレーンでのみ定義される。ＵＥ１００のＲＲＣ
層とｅＮＢ２００のＲＲＣ層との間では、各種設定のための制御信号（ＲＲＣメッセージ
）が伝送される。ＲＲＣ層は、無線ベアラの確立、再確立及び解放に応じて、論理チャネ
ル、トランスポートチャネル、及び物理チャネルを制御する。ＵＥ１００のＲＲＣとｅＮ
Ｂ２００のＲＲＣとの間に接続（ＲＲＣ接続）がある場合、ＵＥ１００はＲＲＣコネクテ
ィッドモード（コネクティッドモード）であり、そうでない場合、ＵＥ１００はＲＲＣア
イドルモード（アイドルモード）である。
【００５０】
　ＲＲＣ層の上位に位置するＮＡＳ（Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）層は、セ
ッション管理及びモビリティ管理などを行う。
【００５１】
　図５は、ＬＴＥシステムで使用される無線フレームの構成図である。ＬＴＥシステムは
、下りリンク（ＤＬ）にはＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、上りリンク（ＵＬ）にはＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）がそれぞれ適用される。
【００５２】
　図５に示すように、無線フレームは、時間方向に並ぶ１０個のサブフレームで構成され
る。各サブフレームは、時間方向に並ぶ２個のスロットで構成される。各サブフレームの
長さは１ｍｓであり、各スロットの長さは０．５ｍｓである。各サブフレームは、周波数
方向に複数個のリソースブロック（ＲＢ）を含み、時間方向に複数個のシンボルを含む。
各リソースブロックは、周波数方向に複数個のサブキャリアを含む。１つのサブキャリア
及び１つのシンボルによりリソースエレメントが構成される。ＵＥ１００に割り当てられ
る無線リソースのうち、周波数リソースはリソースブロックにより構成され、時間リソー
スはサブフレーム（又はスロット）により構成される。
【００５３】
　（ＤＲＸ動作の概要）
　以下において、ＲＲＣアイドルモードにおけるＤＲＸ（ＤＲＸ：　Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎ
ｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）動作について説明する。
【００５４】
　ＵＥ１００は、バッテリを節約するために、ＤＲＸ動作を行うことが可能である。ＤＲ
Ｘ動作を行うＵＥ１００は、ＰＤＣＣＨを間欠的に監視する。通常、サブフレーム中のＰ
ＤＣＣＨは、当該サブフレーム中のＰＤＳＣＨのスケジューリング情報（無線リソース及
びトランスポートフォーマットの情報）を運搬する。
【００５５】
　ＲＲＣアイドルモードであるＵＥ１００は、着信があることを通知するページングメッ
セージを受信するためにＰＤＣＣＨを間欠的に監視するＤＲＸ動作を行う。ＵＥ１００は
、ページング用のグループ識別子（Ｐ－ＲＮＴＩ）を用いて、ＰＤＣＣＨ（ＣＣＥ）をデ
コードして、ページングチャネルの割り当て情報（ＰＩ）を取得する。ＵＥ１００は、当
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該割当情報に基づいて、ページングメッセージを取得する。ＵＥ１００におけるＰＤＣＣ
Ｈ監視タイミングは、通常、ＵＥ１００の識別子（ＩＭＳＩ：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ
ｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）に基づいて定められる。
ＰＤＣＣＨ監視タイミングの算出について具体的に説明する。
【００５６】
　ＲＲＣアイドルモードのＤＲＸ動作におけるＰＤＣＣＨ監視タイミング（ＰＤＣＣＨ監
視サブフレーム）は、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ（ＰＯ）と称される。
【００５７】
　ＵＥ１００（及びｅＮＢ２００）は、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ（ＰＯ）、及び
、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎを含みうる無線フレームであるＰａｇｉｎｇ　Ｆｒａ
ｍｅ（ＰＦ）を下記のように計算する。
【００５８】
　ＰＦのシステムフレーム番号（ＳＦＮ）は、下記の式（１）から求められる。
【００５９】
　　ＳＦＮ　ｍｏｄ　Ｔ＝　（Ｔ　ｄｉｖ　Ｎ）　＊　（ＵＥ＿ＩＤ　ｍｏｄ　Ｎ）　　
　　…（１）
【００６０】
　ここで、Ｔは、ページングメッセージを受信するためのＵＥ１００のＤＲＸサイクルで
あり、無線フレームの数で表される。Ｎは、ＴとｎＢのうち最小値である。ｎＢは、４Ｔ
，　２Ｔ，　Ｔ，　Ｔ／２，　Ｔ／４，　Ｔ／８，　Ｔ／１６，　Ｔ／３２から選択され
る値である。ＵＥ＿ＩＤは、「ＩＭＳＩ　ｍｏｄ　１０２４」により求められる値である
。
【００６１】
　このようにして求められたＰＦのうち、ＰＯのサブフレーム番号は、下記のように求め
られる。まず、下記の式（２）により、インデックスｉ＿ｓを求める。
【００６２】
　　ｉ＿ｓ　＝　ｆｌｏｏｒ（ＵＥ＿ＩＤ／Ｎ）　ｍｏｄ　Ｎｓ　　　　…（２）
【００６３】
　ここで、Ｎｓは、１とｎＢ／Ｔのうち最大値である。
【００６４】
　次に、表１または表２からＮｓ及びインデックスｉ＿ｓに対応するＰＯを求める。表１
はＬＴＥ　ＦＤＤシステムに適用され、表２はＬＴＥ　ＴＤＤシステムに適用される。表
１および表２において、Ｎ／Ａは非適用を表す。
【００６５】
【表１】

 
【００６６】

【表２】
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【００６７】
　以上により、ＵＥ１００及びｅＮＢ２００は、ページングメッセージが送信され得るタ
イミングを決定する。
【００６８】
　次に、拡張ＤＲＸについて説明する。拡張ＤＲＸによれば、アイドルモードにおける既
存のＤＲＸサイクルよりも長い拡張ＤＲＸサイクルを設定可能である。本実施形態におい
て、拡張ＤＲＸ動作は、アイドルモードにおいて実行される。
【００６９】
　拡張ＤＲＸは、ＳＩＢ２によってＵＥ１００へブロードキャストされる既存のＰＣＣＨ
設定（ＰＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇ．）内のページング周期（ｄｅｆａｕｌｔＰａｇｉｎｇＣ
ｙｃｌｅ）の値域が拡張されることによって規定されてもよい。
【００７０】
　或いは、既存の「ＤＲＸ－Ｃｏｎｆｉｇ」とは異なる情報要素として規定されてもよい
。例えば、アイドルモードにおける拡張ＤＲＸの設定情報である「Ｉｄｌｅ－ｅＤＲＸ－
Ｃｏｎｆｉｇ」が規定されてもよい。「Ｉｄｌｅ－ｅＤＲＸ－Ｃｏｎｆｉｇ」は、拡張Ｄ
ＲＸサイクルとして、例えば、「・・・、ｒｆ５１２、ｒｆ１０２４、・・・」という値
域が設定可能であってもよい。
【００７１】
　（第１実施形態に係る動作）
　次に、第１実施形態に係る動作について、図６及び図７を用いて説明する。図６は、第
１実施形態に係る動作を説明するための図である。図７は、第１実施形態に係る動作を説
明するためのシーケンス図である。なお、以下において、ｅＮＢ２００Ａの動作をＣｅｌ
ｌＡの動作として説明し、ｅＮＢ２００Ｂの動作をＣｅｌｌＢの動作として説明すること
がある。
【００７２】
　図６に示すように、ｅＮＢ２００Ａは、ＣｅｌｌＡを管理し、ｅＮＢ２００Ｂは、Ｃｅ
ｌｌＡに隣接するＣｅｌｌＢを管理する。ＣｅｌｌＡ及びＣｅｌｌＢは、同一のトラッキ
ングエリア（ＴＡ）に属する。
【００７３】
　ｅＮＢ２００Ａ（ＣｅｌｌＡ）及びｅＮＢ２００Ｂ（ＣｅｌｌＢ）のそれぞれは、ＳＦ
Ｎが１００００、２００００、…になる度にページングメッセージをＵＥ１００が受信す
るためのＰＤＣＣＨを送信する。なお、既存のＳＦＮの最大値は、１０２３であるため、
ＳＦＮが拡張されたことを想定している。また、ｅＮＢ２００ＡとｅＮＢ２００ＢとのＳ
ＦＮは、異なっている。図６（上図）に示すように、ｅＮＢ２００ＡのＳＦＮが８５００
の場合に、ｅＮＢ２００ＢのＳＦＮが１００００である。従って、ｅＮＢ２００ＡとｅＮ
Ｂ２００Ｂとの間でＰＤＣＣＨの送信タイミングは、異なっている。
【００７４】
　ＵＥ１００は、ＣｅｌｌＡに在圏している。ＵＥ１００は、ＲＲＣアイドルモードであ
る。ＵＥ１００には、ＲＲＣアイドルモードにおける拡張ＤＲＸが設定されている。拡張
ＤＲＸサイクルは、４３２００００［ＳＦＮ］（１２時間）であり、ｅＮＢ２００ＡのＳ
ＦＮが１００００のタイミングが、ＵＥ１００の１回目のＰＤＣＣＨ監視タイミングであ
ると仮定して説明を進める。なお、次のＰＤＣＣＨ監視タイミングは、ｅＮＢ２００Ａの
ＳＦＮが４３３００００に相当するタイミングである。
【００７５】
　図６（上図）に示すように、拡張ＤＲＸ動作を実行しているＵＥ１００が、ＣｅｌｌＡ
に在圏している間に、ｅＮＢ２００ＢにおいてＳＦＮが１００００に到達し、ＰＤＣＣＨ
が送信される。一方で、ｅＮＢ２００Ａ（ＣｅｌｌＡ）においては、ＳＦＮが８５００で
あるため、ＰＤＣＣＨの送信タイミングに達していない。
【００７６】
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　その後、ＵＥ１００は、ＣｅｌｌＢへ向かって移動したと仮定する。ＵＥ１００は、移
動に伴ってセル再選択（リセレクション）手順を実行する。具体的には、ＵＥ１００は、
セル探索を行い、発見されたセルの中から所定のセル（例えば、受信レベルが最も高いセ
ル）を（再）選択する。ＵＥ１００は、ＣｅｌｌＢを選択し、ＣｅｌｌＢに在圏する。
【００７７】
　ここで、図６（下図）に示すように、ｅＮＢ２００ＡにおいてＳＦＮが１００００に到
達した場合、ｅＮＢ２００ＡのＳＦＮが１００００のタイミングが、ＵＥ１００の１回目
のＰＤＣＣＨ監視タイミングであるため、ＵＥ１００は、ＰＤＣＣＨの監視を行う。ｅＮ
Ｂ２００Ａは、ＰＤＣＣＨを送信するが、ｅＮＢ２００Ｂは、ＰＤＣＣＨを送信しないた
め、ＵＥ１００は、ＰＤＣＣＨの監視機会を逃している。ＵＥ１００の次のＰＤＣＣＨ監
視タイミングは、ｅＮＢ２００ＢのＳＦＮが４３３１５００に相当するタイミングである
。従って、ＵＥ１００は、次のＰＤＣＣＨ監視タイミングまで監視しないため、ページン
グメッセージの取得機会が拡張ＤＲＸサイクルの時間だけ遅くなる虞がある。また、各ｅ
ＮＢ２００が、一度しかページングメッセージを送信しない場合、ＵＥ１００は、ページ
ングメッセージを取得できない虞もある。
【００７８】
　そこで、以下の方法により、上記問題を解消する。
【００７９】
　図７に示すように、ステップＳ１０において、ＭＭＥ３００は、絶対時間情報（Ａｂｓ
ｏｌｕｔｅ　ｔｉｍｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を同一のトラッキングエリアに属する
各セルを管理する各ｅＮＢ２００（ｅＮＢ２００Ａ及びｅＮＢ２００Ｂ）に通知する。
【００８０】
　絶対時間情報は、同一のトラッキングエリアに属する各セル（当該各セルを管理する各
ｅＮＢ２００）がＰＤＣＣＨを同時に送信する時間（絶対時間）を示す情報である。ＭＭ
Ｅ３００は、例えば、現在のサブフレーム番号又はシステムフレーム番号を絶対時間とし
て各ｅＮＢ２００に通知してもよい。また、ＭＭＥ３００は、絶対時間の開始点を示す情
報を各ｅＮＢ２００に通知してもよい。例えば、ＭＭＥ３００は、絶対時間情報を送信し
たサブフレームを絶対サブフレームの「０」番目としてもよい。各ｅＮＢ２００は、絶対
時間情報が送信されたサブフレームを絶対サブフレームの「０」番目と解釈する。各ｅＮ
Ｂ２００は、絶対時間によって決定される共通タイミング（ＳＦＮ）でＰＤＣＣＨを同時
に送信する。なお、共通タイミングは、無線フレーム（ＰＦ）単位であってもよいし、サ
ブフレーム（ＰＯ）単位であってもよい。
【００８１】
　絶対時間情報を受信した各ｅＮＢ２００は、絶対時間が自ｅＮＢ２００における何番目
のＳＦＮに対応するかを算出する。以下において、絶対時間が、ｅＮＢ２００Ａにおける
ＳＦＮが１００００に相当し、ｅＮＢ２００ＢにおけるＳＦＮが１１５００に対応すると
仮定して説明を進める。
【００８２】
　ステップＳ２０において、ｅＮＢ２００Ａ（ＣｅｌｌＡ）は、共通タイミング情報をＵ
Ｅ１００に送信する。ＵＥ１００は、ｅＮＢ２００Ａ（ＣｅｌｌＡ）から共通タイミング
情報を受信する。共通タイミング情報は、ブロードキャストで共通信号（例えば、ＳＩＢ
、ＰＤＣＣＨ）によって送信されてもよいし、ユニキャストで個別信号（例えば、ＰＤＳ
ＣＨ）によって送信されてもよい。
【００８３】
　共通タイミング情報は、共通タイミング（絶対時間）に対応するＳＦＮに関する情報で
ある。例えば、共通タイミング情報は、絶対時間に対応するＳＦＮ（又は当該ＳＦＮ内の
サブフレーム）を算出するためのパラメータである。本実施形態において、共通タイミン
グ情報は、ステップＳ１０において算出された絶対時間に対応するＳＦＮを示す情報であ
る。従って、ＵＥ１００は、共通タイミング情報に基づいて、ｅＮＢ２００ＡにおけるＳ
ＦＮが１００００のタイミングが共通タイミング（絶対時間）であると判断する。その後
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、ＵＥ１００は、ＣｅｌｌＢへ向かって移動する。
【００８４】
　ステップＳ３０において、ＵＥ１００は、セル再選択手順を実行する。ＵＥ１００は、
ＣｅｌｌＢを選択し、ＣｅｌｌＢに在圏する。
【００８５】
　ステップＳ４０において、ｅＮＢ２００Ａ及びｅＮＢ２００Ｂは、共通タイミング（絶
対時間）でＰＤＣＣＨを同時に送信する。一方、ＵＥ１００は、共通タイミング情報に基
づいて、共通タイミングでＰＤＣＣＨを監視する。従って、ＵＥ１００は、共通タイミン
グが拡張ＤＲＸの設定に基づくＰＤＣＣＨ監視タイミングでない場合であっても、ＰＤＣ
ＣＨを監視する。これにより、ＵＥ１００は、次のＰＤＣＣＨ監視タイミングまで待たな
くても、ＰＤＣＣＨを監視できるため、ＵＥ１００宛てのページングメッセージを取得可
能である。
【００８６】
　なお、ＵＥ１００は、拡張ＤＲＸ動作を実行している場合に、共通タイミングでＰＤＣ
ＣＨを監視してもよい。すなわち、アイドルモードにおいて通常のＤＲＸ動作を実行して
いるＵＥ１００は、共通タイミングでＰＤＣＣＨを監視してもよいし、監視しなくてもよ
い。
【００８７】
　［第２実施形態］
　次に、第２実施形態について説明する。第２実施形態では、ＵＥ１００は、所定条件下
において、ページングメッセージが示す情報を取得するための手順を開始する。
【００８８】
　以下に、第２実施形態に係る動作例１～３について説明する。
【００８９】
　（１）動作例１
　まず、動作例１について説明する。
【００９０】
　ＵＥ１００は、拡張ＤＲＸを設定するための設定情報をｅＮＢ２００又はＭＭＥ３００
から取得する。ＵＥ１００は、設定情報に基づいて、拡張ＤＲＸサイクルが閾値を超える
か否かを判定する。閾値は、例えば、少なくとも拡張ＤＲＸサイクルの２周期の長さの間
、ページングメッセージの取得機会がなくても問題が発生する可能性が低い値である。閾
値は、例えば、既存のＤＲＸサイクルの最大２周期の長さである。或いは、閾値は、ＵＥ
１００が拡張ＤＲＸ動作を実行した場合の節電効果が、ＵＥ１００が起動するために必要
な機能以外への電源供給を停止した場合の節電効果よりも高くなる値である。
【００９１】
　ＵＥ１００は、拡張ＤＲＸサイクルが閾値を超えない場合、設定情報に基づいて、拡張
ＤＲＸの設定を行う。その後、アイドルモードであるＵＥ１００は、拡張ＤＲＸ動作を実
行する。拡張ＤＲＸサイクルが閾値を越えていないため、ＵＥ１００が、問題が発生する
ほどの長期間、ページングメッセージを取得できない可能性を低下できる。
【００９２】
　一方、ＵＥ１００は、拡張ＤＲＸサイクル（例えば、４３２００００［ＳＦＮ］）が閾
値を越えた場合、ＵＥ１００が起動するために必要な機能以外への電源供給を停止する。
例えば、ＵＥ１００は、無線送受信機１１０、ユーザインターフェイス１２０、ＧＮＳＳ
受信機１３０の少なくともいずれかへの電源供給を停止する。ＵＥ１００は、プロセッサ
１６０の機能の一部を無効（ディアクティブ）にする処理を行ってもよい。ＵＥ１００は
、後述する起動タイマが満了した場合に起動するために必要な機能以外の電源をオフにし
てもよい。
【００９３】
　ＵＥ１００は、上述の処理を行った後、拡張ＤＲＸサイクルよりも短い起動タイマを起
動する。その後、ＵＥ１００は、起動タイマが満了した場合に、電源供給を再開し、ペー



(12) JP 6310148 B2 2018.4.11

10

20

30

40

50

ジングメッセージを取得するための動作を開始する。具体的には、ＵＥ１００は、ランダ
ムアクセス手順を実行した後、ネットワークへの登録（アタッチメント）を行う。これに
より、ネットワークは、ＵＥ１００の位置（トラッキングエリア）を把握する。ネットワ
ークは、ＵＥ１００宛てのページングメッセージが存在する場合、ＵＥ１００へページン
グメッセージを通知する（ページングする）。これにより、ＵＥ１００は、セル再選択処
理に起因してページングメッセージを取得できない場合であっても、ページングメッセー
ジを取得できる。従って、セル再選択処理に起因して、ページングメッセージを長期間取
得できないことを低減できる。
【００９４】
　なお、起動タイマの満了が、「所定条件を満たした場合」に該当する。
【００９５】
　（２）動作例２
　次に、動作例２について説明する。動作例２は、動作例１と比べて、電源供給を再開し
た後のＵＥ１００の動作が異なる。
【００９６】
　ＵＥ１００は、起動タイマが満了し、電源供給を再開する。その後、ＵＥ１００は、電
源供給を停止する前に在圏するセルと、電源供給を再開した後に在圏するセルとが異なる
場合に、ページングメッセージを取得するための動作を開始する。
【００９７】
　ＵＥ１００は、例えば、セル探索を行い、電源供給を停止する前に在圏したセル（Ｃｅ
ｌｌＡ）と異なるセル（ＣｅｌｌＢ）を選択した場合、ページングメッセージを取得する
ための動作を開始する。一方、ＵＥ１００は、電源供給を停止する前に在圏したセル（Ｃ
ｅｌｌＡ）と同じセル（ＣｅｌｌＡ）を選択した場合には、ページングメッセージを取得
するための動作を行わずに、拡張ＤＲＸ動作を実行する。或いは、ＵＥ１００は、起動タ
イマが満了しても、ＰＤＣＣＨ監視タイミングまで時間がある場合には、再び電源供給を
停止し、起動タイマを新たに起動してもよい。
【００９８】
　これにより、ＵＥ１００は、ページングメッセージを取得する機会を失った可能性があ
る場合に、ページングメッセージを取得するための動作を開始する。従って、セル再選択
処理に起因して、ページングメッセージを長期間取得できないことを低減できる。
【００９９】
　（３）動作例３
　次に、動作例３について説明する。動作例３では、ＵＥ１００は、電源供給を停止しな
い。
【０１００】
　ＵＥ１００は、拡張ＤＲＸサイクルが閾値を越えた場合であっても、電源供給を停止せ
ずに、拡張ＤＲＸ動作を実行してもよい。この場合、ＵＥ１００は、起動タイマを起動す
る。ＵＥ１００は、起動タイマが満了した場合に、ページングメッセージを取得するため
の動作を開始する。これにより、ＵＥ１００は、セル再選択処理に起因してページングメ
ッセージを取得できない場合であっても、主体的にページングメッセージを取得できる。
【０１０１】
　或いは、ＵＥ１００は、起動タイマを起動せずに、セル再選択処理を実行した場合に、
ページングメッセージを取得するための動作を開始してもよい。これにより、ＵＥ１００
は、セル再選択処理に起因してページングメッセージを取得できない場合であっても、主
体的にページングメッセージを取得できる。
【０１０２】
　［第３実施形態］
　次に、第３実施形態について説明する。第３実施形態では、拡張ＤＲＸの設定がされた
ＵＥ１００宛てのページングメッセージが再送される。
【０１０３】
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　ｅＮＢ２００は、上位ノードであるＭＭＥ３００からのページングメッセージを受信し
た場合、ページングメッセージの宛先のＵＥ１００に拡張ＤＲＸが設定されているかを判
断する。例えば、ｅＮＢ２００は、個別シグナリング（例えば、ＲＲＣメッセージ）によ
り、拡張ＤＲＸサイクルを設定するための設定情報をＵＥ１００に送信していた場合に、
当該ＵＥ１００に拡張ＤＲＸサイクルが設定されていると判断する。
【０１０４】
　或いは、ｅＮＢ２００は、当該ＵＥ１００に拡張ＤＲＸサイクルが設定されているか否
かの問い合わせをＭＭＥ３００に行ってもよい。ＭＭＥ３００は、ＮＡＳシグナリング（
ＮＡＳメッセージ）により、拡張ＤＲＸサイクルを設定するための設定情報をＵＥ１００
に送信していた場合に、その旨をｅＮＢ２００に応答する。或いは、ＵＥ１００からＮＡ
Ｓシグナリングにより、拡張ＤＲＸを設定した旨を通知されていた場合に、その旨をｅＮ
Ｂ２００に応答する。
【０１０５】
　或いは、ＭＭＥ３００は、上位ノードからページングメッセージを受信した場合に、ペ
ージングメッセージの宛先のＵＥ１００に拡張ＤＲＸサイクルが設定されているかを判断
してもよい。ＭＭＥ３００は、ページングメッセージを各ｅＮＢ２００に通知する場合に
、ＵＥ１００に拡張ＤＲＸサイクルが設定されているか否かを示す情報をページングメッ
セージと共に通知してもよい。なお、ＭＭＥ３００は、上述のように、ＵＥ１００に拡張
ＤＲＸサイクルが設定されているか否かを判断できる。ｅＮＢ２００は、当該情報に基づ
いて、当該ＵＥ１００に拡張ＤＲＸサイクルが設定されているか否かを判断する。
【０１０６】
　ページングメッセージを受信したｅＮＢ２００は、拡張ＤＲＸが設定されていない（通
常のＤＲＸが設定されている）ＵＥ１００宛てのページングメッセージを再送せずに、ペ
ージングメッセージを送信するための通常の動作を実行する。一方、ｅＮＢ２００は、拡
張ＤＲＸが設定されているＵＥ１００宛てのページングメッセージを再送する。例えば、
ｅＮＢ２００は、ページングメッセージを送信した後、次のページングメッセージを送信
するタイミングにおいてページングメッセージを再送する。
【０１０７】
　或いは、ｅＮＢ２００は、ページングメッセージを再送し続け、ＵＥ１００がページン
グメッセージを取得したことを検知した場合に、ページングメッセージの再送を終了して
もよい。ｅＮＢ２００は、例えば、ＵＥ１００からシグナリングを受信した場合に、ＵＥ
１００がページングメッセージを取得したことを検知してもよい。或いは、ｅＮＢ２００
は、ＭＭＥ３００又は他のｅＮＢ２００から、ＵＥ１００がページングメッセージを取得
した旨の通知を受信した場合に、ＵＥ１００がページングメッセージを取得したことを検
知してもよい。
【０１０８】
　これにより、ＵＥ１００は、ページングメッセージの取得機会が増えるため、ＵＥ１０
０宛てのページングメッセージを長期間取得できないことを低減できる。
【０１０９】
　なお、ｅＮＢ２００は、拡張ＤＲＸの設定に加えて、ページングメッセージの宛先のＵ
Ｅ１００がＭＴＣである場合に、当該ページングメッセージを再送してもよい。当該ＵＥ
１００がＭＴＣであるか否かを上位ノード（例えば、ＭＭＥ３００）から通知されてもよ
い。
【０１１０】
　［第４実施形態］
　次に、第４実施形態について説明する。第４実施形態では、ＵＥ１００は、セル再選択
手順により新たなセルを選択した場合に、拡張ＤＲＸの再設定を行う。
【０１１１】
　まず、所定セルに在圏するアイドルモードであるＵＥ１００は、セル再選択手順を実行
し、新たなセルを選択した場合、新たなセル（新たなセルを管理するｅＮＢ２００）とＲ
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ＲＣ接続を確立する。これにより、ＵＥ１００は、アイドルモードからコネクティッドモ
ードへ遷移する。ＵＥ１００は、新たなセル（ｅＮＢ２００）から拡張ＤＲＸを設定する
ための設定情報（以下、設定情報と称する）を取得する（受信する）。ＵＥ１００は、新
たなセルから取得した設定情報に基づいて拡張ＤＲＸの設定を行う。
【０１１２】
　なお、ＵＥ１００は、セル再選択手順を開始した後、所定セル（新たなセルを選択する
前のセル）から取得していた設定情報を破棄してもよい。具体的には、ＵＥ１００は、（
ａ）新たなセルを選択した場合、（ｂ）新たなセル（ｅＮＢ２００）から設定情報を取得
した場合、（ｃ）新たなセルから取得した設定情報に基づいて拡張ＤＲＸの設定を行った
場合、のすくなくともいずれかの場合に、所定セルから取得していた設定情報を破棄する
ことができる。
【０１１３】
　その後、ＵＥ１００は、アイドルモードへと遷移し、拡張ＤＲＸ動作を実行する。ＵＥ
１００は、新たなセルの設定に従って拡張ＤＲＸ動作を実行するため、ページングメッセ
ージを長期間取得できないことを低減できる。
【０１１４】
　［その他の実施形態］
　上述した第１実施形態では、共通タイミング情報は、ｅＮＢ２００が算出した絶対時間
に対応するＳＦＮを示す情報であったがこれに限られない。ｅＮＢ２００は、絶対時間に
対応するＳＦＮを算出するための算出パラメータをＵＥ１００に送信してもよい。例えば
、ＵＥ１００は、絶対時間情報をＭＭＥ３００からＮＡＳメッセージにより受信する。ま
た、ＵＥ１００は、在圏するセルを管理しているｅＮＢ２００から、共通タイミング情報
として算出パラメータを受信する。ＵＥ１００は、絶対時間と算出パラメータに基づいて
、絶対時間に対応するＳＦＮを算出してもよい。
【０１１５】
　上述した第１実施形態において、ＭＭＥ３００以外のネットワーク装置（ネットワーク
ノード）がＭＭＥ３００と同様の動作を実行してもよい。例えば、ＭＢＭＳ　ＧＷ又はＭ
ＣＥ（Ｍｕｌｔｉ－Ｃｅｌｌ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｅｎｔ
ｉｔｙ）が、第１実施形態に係るＭＭＥ３００の動作を実行してもよい。なお、ＭＢＭＳ
　ＧＷは、ｅＮＢ２００の上位ノードであり、ＭＣＥは、ｅＮＢ２００の上位ノードであ
り、ＭＭＥ３００の下位ノードである。
【０１１６】
　なお、ＭＭＥ３００は、ネットワークインターフェイス、メモリ、及びプロセッサを備
える。なお、メモリをプロセッサと一体化し、このセット（すなわち、チップセット）を
プロセッサとしてもよい。ネットワークインターフェイスは、Ｓ１インターフェイスを介
してｅＮＢ２００と接続される。ネットワークインターフェイスは、Ｓ１インターフェイ
ス上で行う通信に用いられる。メモリは、プロセッサにより実行されるプログラム、及び
プロセッサによる処理に使用される情報を記憶する。プロセッサは、ベースバンド信号の
変調・復調及び符号化・復号などを行うベースバンドプロセッサと、メモリに記憶される
プログラムを実行して各種の処理を行うＣＰＵと、を含む。プロセッサ３４０は、上述の
各種の処理及び各種の通信プロトコルを実行する。なお、ＭＢＭＳ　ＧＷ及びＭＣＥも、
ＭＭＥ３００と同様の構成を有することができる。
【０１１７】
　上述した各実施形態において、ＵＥ１００は、セル再選択手順を実行するか否かを判断
するために無線状況の測定を周期的に実行する。セル再選択手順を適切なタイミングで実
行するために、（アイドルモードにおける）無線状況の測定周期は、拡張ＤＲＸサイクル
（及びＤＲＸサイクル）に応じて決定されてもよい。例えば、ネットワーク装置（ｅＮＢ
２００、ＭＭＥ３００など）が、拡張ＤＲＸサイクル（及びＤＲＸサイクル）に応じて算
出した値を無線状況の測定周期としてＵＥ１００に通知してもよい。或いは、ＵＥ１００
が、拡張ＤＲＸサイクル（及びＤＲＸサイクル）に応じて測定周期を算出してもよい。Ｕ
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Ｅ１００は、ネットワーク装置から通知された測定周期又はＵＥ１００が算出した測定周
期に従って無線状況の測定を実行できる。
【０１１８】
　上述した各実施形態におけるノード（ＵＥ１００、ｅＮＢ２００、ＭＭＥ３００）の動
作は、適宜組み合わされて実行されてもよい。
【０１１９】
　上述した実施形態では、セルラ通信システムの一例としてＬＴＥシステムを説明したが
、ＬＴＥシステムに限定されるものではなく、ＬＴＥシステム以外のシステムに本発明を
適用してもよい。
【０１２０】
　［相互参照］
　日本国特許出願第２０１５－０４１８６６号（２０１５年３月３日）の全内容が参照に
より本願明細書に組み込まれている。
【産業上の利用可能性】
【０１２１】
　本発明は、通信分野において有用である。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】
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